
国会請願署名と募金のお願い 
 

 「国会請願ちゃ意味あるがけ？」という声を聞くことがありますが、国会請願は私たち

の要望を国政に反映して頂くことを目的に毎年行っています。 

 例年国会で採択される請願は大変少なく、衆議院で 3～5％、参議院では 7～8％の

採択率というかなり狭き門となっています。しかし、透析患者のほとんどがお金の不安

なく治療を受けることができるのは、毎年衆参両院へ提出する 100 万筆を超える署名

が両院で採択され、腎友会の存在が国会で高く評価されているからだといえます。 

 現在の恵まれた制度を維持するために、ご自分をはじめご家族や周囲の方にもご協力頂き、一人でも

多くの方に署名へのご協力をお願いいたします。また、募金も国会請願活動をはじめ「腎疾患総合対

策」のための資金として大切に活用させて頂きますので、できる限りご協力をお願いいたします。 

 なお、署名ならびに募金は、病院腎友会代表者がまとめ、12 月末を目途に事務局へ届くようにして下

さい。会員の皆様には例年大変な負担をおかけしていますが、今年も是非ご協力をお願いいたします。 
 

[ 署名の際の注意事項 ] 
 

1. 自筆の署名には押印の必要はありません。ただし、代筆される場合には押印が必要となりますので、

住所の末尾に氏名欄に記入してある方の印鑑を押して下さい。 
 

2. 同居の家族が署名される場合、「〃」「々」「同」などとせず、姓・住所はきちんとお書き下さい。 
 

3. 市にお住いの方は市名から、町村の方は都道府県名からお書き下さい。 
 

4. 署名用紙表の請願人の箇所には、会員さんの住所・氏名を記入、押印して頂いて構いませんが、紹

介議員欄については記入しないで下さい。 
 

5. 同一者が全腎協と JPA それぞれ 1 枚に署名するのは構いませんが、2 枚、3 枚に亘って同じ署名を

しても 1枚しか有効になりません。 

ｔｙｊｈ8/3+が、 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

事務局ニュース 毎月１日発行 204 11/1/14 「平成 12年 10月 6日第 3 種郵便物認可」 
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事務局ニュース 
《事務局業務日･時間》月曜日～金曜日(土日･祭日休み) 

午前 9:30～午後 3:30 

№204 2014年 11月 1日 

NPO法人富山県腎友会事務局 
〒931-8443富山市下飯野 70-4 

富山県身体障害者更生相談所内 

TEL:076-407-5085 

FAX:076-407-5086 

発行責任者   澤本 光廣 

編     集   坂田 祐美 

定価 50円(会費に含む) 

 

高岡地区腎友会 

透析食調理実習のご案内 
 

1. 日 時 平成 26年 12月 7日（日） 

午前 9時～正午 
 

2. 場 所 高岡市ふれあい福祉センター 

2階 調理実習室 
高岡市博労本町 4-1 ☎0766-21-7888 

 

3. 参加費 1,000円（当日集金） 
 

4. 持ち物 エプロン、手拭用タオル、 

筆記用具、昼食前後の薬 
 

5. 申込先 

高岡地区の方は 11/27（木）までに各

病院腎友会代表へ。高岡地区以外の

方は腎友会事務局まで 
 

今回は、クリスマスや正月

にピッタリのメニューです。

お楽しみに！ 

 

糖尿病・腎臓病講演会のご案内 
 

1. 日 時  平成 26年 12月 7日（日） 午前 10時～正午 
 

2. 場 所  サンフォルテ（富山県民共生センター）研修室 303・304 
富山市湊入船町 6-7 ☎076-432-4500 
 

3. 参加費  無料 
 

4. 内 容   
 

講演 1 「糖尿病について正しい知識を身につけましょう 

～あなたの腎臓を守るために～」 

講師 うさかクリニック 院長 鍵谷 聡志 先生 
 

講演 2 「糖尿病の食事について～透析予防のために～」 

講師 富山市民病院 医療情報局 栄養科 

科長 中嶋 和代 先生 
 

5. 主 催  NPO法人富山県腎友会 
 

6. 共 催  協和発酵キリン㈱ ニッショク㈱ 
 

講演会はどなたでもご参加頂けます。会員の皆様もいま一

度、糖尿病、腎臓病について基本から学んでみませんか。 

この機会に是非ご来場下さい。 
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今後の予定 
 全腎協相談員研修会 11/8~9   東京 

 女性セミナー 11/9 ﾌｪﾘｼｰﾅ（海王丸ﾊﾟｰｸ内）  

 バスハイク  11/16   福井 

 全腎協臨時総会 11/22~23  東京 

 健康と長寿の祭典 11/27・28 富山国際会議場 

 北越ブロック会議 11/29~30  福井 

 糖尿病・腎臓病講演会 12/7  サンフォルテ 

 

おくやみ 

 髙瀬  明弘 殿 黒部市民病院 享年 72歳 

 能島  章二 殿 黒部市民病院 享年 83歳 

 才木  伸泰 殿 厚生連高岡病院 享年 61歳 

 高山 美津子 殿 あ さ な ぎ病 院 享年 78歳 

 宮 本  博 殿 厚生連高岡病院 享年 89歳 

 安 土  勉 殿 厚生連高岡病院 享年 70歳 

謹んでご冥福をお祈り致します 

役員の訃報 
 

 当会相談役で高岡地区腎友会会長も務めておられた安土勉さんが

10月 23日お亡くなりになられました。 

 安土さんは、患者会活動の中心的役割を担い組織強化など会活動 

の運営に熱心に取組まれ、平成 21 年には富山県社会福祉

協議会会長表彰を受けられました。安土さんのこれまでの功

労に感謝するとともに、謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

臓器移植普及推進月間（10月）の行事報告 
 

 臓器移植推進キャンペーン 

 各地区腎友会を中心に、イベント会場やショッピングセンターにお

いて意思表示カード等を配布し、臓器移植への理解と意思表示の

大切さを訴えました。 
 

 第 16回臓器移植推進国民大会（10/19 富山国際会議場） 

 臓器移植の現状を訴え、理解と協力

を求めることを目的に開かれた大会で

は、高校生、看護学生、大学生による

「教科書に移植はどのように書かれてい

るか」「メディアは移植をどのように伝え

たか」「移植者や移植待機者の状況」等

の発表や、臓器提供者のご家族、心臓

移植者のお話があり、最後は富山商業

高校応援部チアリーダーのはつらつと 

した演技が会場を盛り上げました。また、大会冒頭には臓器移植推

進功労者（個人・団体）への厚生労働大臣感謝状贈呈式が行わ

れ、元町内科医院の林省一郎先生が感謝状を受けられました。 

会員 家族 他
県 立 中 央 1
富 山 赤 十 字
富 山 市 民
横 田 2
長 谷 川 2
不 二 越 2 1
元 町 内 科 1
北 川 内 科
城 南 内 科 2
富 山 協 立
政 岡 内 科 1
済 生 会 富 山
加 藤
かみいち 総合
み か わ
厚 生 連 高 岡 2
高 岡 市 民
あ さ な ぎ 5
高 陵 7
吉 田 内 科
小 島 1
和 田 内 科
済 生 会 高 岡 1
泉 が 丘 内 科
氷 見 市 民
中 村 記 念
射 水 市 民 1 1
河 合 内 科
真 生 会 富 山
黒 部 市 民 4 4
富 山 労 災
桝 崎
坂 東
厚 生 連 滑 川
あ さ ひ 総 合 2
砺 波 総 合 1 1
北 陸 中 央 1
南 砺 市 民
南 砺 中 央
個 人 会 員 1
高 校 生 15
移植推進財団 1
ライオンズクラブ 11
県 医 務 課 1
そ の 他 2

小　計 37 7 30
合　計　 74

臓器移植推進キャンペーン

参加者集計

【報告】 第 28回通常総会 
 

 10月 26日（日）サンフォルテにおいて開催され、病院腎友会代表 30

名（書面出席 6名含む）と役員 9名が出席しました。総会では、下記事

項について審議したところ、異議なく承認されました。 
 

[審議事項] 

第 1号議案 第 44次国会請願署名及び募金活動について 

（1）活動期間は 11月 1日から 12月末日まで 

（2）会員一人当たりの配布枚数  全腎協署名 3枚 JPA署名 2枚 

（3）署名の目標は 2万筆 （昨年 14,112筆） 

（4）募金の目標は 100万円 （昨年 995,288円） 
 

 上記のほか、これまでの活動や今後の計画について各担当者より報

告、確認がありました。 


